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食品添加物エ リソル ビン酸の ビタミンC効 果 と

添加物 としての健康への寄与

鈴 木 恵 美 子(お 茶の水女子大学食物学科講師)

エ リソル ビン酸(ErythorbicAcid,以 下ErA

と略す)は アスコル ビン酸(L-AscorbicAcid,以

下AsAと 略す)の 立体異性体 の一つで,広 く食

品添加物 として用い られてお り,わ が国で も果実

缶詰の褐変の防 止剤,あ るいは,ハ ム ・ソーセー

ジの発色助剤 として多用 されている。

ErAの ビタミンC効 果 は,こ れ まで にモ ルモッ

トへの投与試験の結果か らAsAの1/20で あ る1,2)

と言われ てい るが,ErAは 全 くビタミンC効 果 を

持 たない との報告3)やErA投 与量 が多量 であれ

ばビタ ミンC効 果 を示す との報告4)も あ り,ErA

のビタ ミンC効 果 については錯綜 した結果 がみら

れ,明 らかな見解 はなされていない。 これ は従来

のモルモ ッ トへの投与試験で は組織 中のErAの

みをAsAと 分別 して測定で きず,ErAの ビタ ミ

ンC効 果 を正確 に評価 できなか ったため と考え ら

れる。 と ころで,近 年,HPLC法 によるErAの

分別定量 法が確立 された51のでその ビタ ミンC効

果を正確 に判定 で きる もの と考 える。

そ こで,本 研究 では体 内ビタミンCレ ベルが正

常な状態,完 全 ビタ ミンC欠 乏状態お よび生体異

物を投与 した化学 的ス トレス負荷状態のモルモ ッ

トに対 してErA投 与 試験 を行 い,臓 器中のAsA

お よびErAの 含量 を分別定量 した。 さらに,体

内 ビタミンCレ ベルの低下 を反映 して変動す る肝

アニ リンヒ ドロキ シラーゼ活性6渦 お よび血 清ホ

スファターゼ活性8)を 生化学的指標 と して測定 し,

ErAの 正味の ビタミンC効 果 を総合的 に調べ,併

せてErAの 人の健康 に対 する寄与 について評価

した。

〔方 法〕

1.実 験計画

実験1:5mgのAsAを 経 口投与 して予備飼育

したモルモ ットを次の ような群 に分 けて16日 間飼

育 した。AsA投 与群 として,A群 には1mgAsA!

day,B群 には5mgAsA/day,C群 には100mg

AsA/dayを 経口投与 した。ErA投 与群 として,

D群 にはlmgErA/day,E群 に は5mgErA/

day,F群 には20mgErA/day,G群 には100mg

ErA/dayを 経 口投与 した。

実験2:完 全 ビタ ミンC欠 乏 モル モットにErA

を投与 し,回 復試験 を行 った。ErAの 投与4日 目

はビタ ミンC欠 乏状態か らの回復過程にある と考

え,投 与期間を4日 間 とした。16日 間のAsA無

投与飼育後,モ ルモ ットを次の ような群に分けて

4日 間飼 育 した。AsA投 与 群 として,H群 には

1mgAsA/dayを,ま た1群 には5mgAsA/day,

J群 には100mgAsA/dayを 経 口投与 した。ErA

投与群 として,K群 には1mgErA/day,L群 に

は5mgErA/day,M群 には20mgErA/day,N

群 には100mgErA/dayを 経 口投与 した。

実験3:生 体異物 に対 するErAの 効果 を調 べ

るために,モ ルモ ットを予備飼育後,次 の ような

群 に分 けた。試験群 のモルモ ッ ト全て にlmgの

PCBを 含む0.2m1の 植物油 を経 口投与 し,P群

にはPCB投 与 に加 えて2mgAsA/day,Q群 に

は40mgAsA/day,R群 には2mgErA/dadS
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群に は40mgErA/dayを それぞれ腹腔内投与 し

て10日 間飼育 した。対 照のモルモ ッ ト(0群)に

はPCBを 含 まな い植物 油を0.2ml経 口投与 し,

同時に2mgAsA/dayを 腹腔内に投与 した。本実

験 では消化管 内でのAsAとErAの 吸収 量が異 な

る ことを考慮 して腹腔 内投与 を行 った。

2.実 験 方法

(1)臓 器 の摘出

飼育終 了後,モ ルモ ッ トを24時 間絶食 させ,エ

ーテル麻酔下 にて開腹 し
,腹 大動脈 から採血 した

後,肝 臓 と副 腎を摘出 した。

(2)エ リソルビン酸お よびアスコルビン酸の

定量

臓器中 に含 まれ るAsAお よびErAは2%メ タ

リン酸 を用 いて抽出 し,メ タ リン酸終濃度を0.4

%以 下 とした溶液 を試料液 とした。

AsAお よびErAの 定量 は荒 川 らの方法5)に 準

じ,HPLC法 を用 い た。 充 填 剤 に はLiChrosorb-

NHLを,溶 出 液 に は ア セ トニ ト リル:水:酢 酸

(90:9:1あ るい は90:8:2)を 用 い,流 速 は2.5

ml'minと し て,254nmに お け る紫 外 部 吸 収 を 測

定 した 。

(3)酵 素 活 性 の 測 定

1)肝 ア ニ リン ヒ ドロキ シ ラー ゼ 活 性測 定

肝 ア ニ リン ヒ ドロ キ シラ ーゼ 活 性 は今 井 らの 方

法9)に 従 い,生 成 したp-aminophenol量 を定 量 し

た 。

2)血 清 ア ル カ リ性 ホ ス フ ァ ター ゼ 活 性 測 定

血 清 ア ル カ リ性 ホ ス フ ァ タ ー ゼ の 活 性 は,か

nitrophenylphosphateを 基 質 と した,ア ル カ リ性

ホ ス フ ァB一 テス トワ コ ー(和 光純 薬 工 業,大 阪)

を用 い て測 定 したlo)。

(4)タ ンパ ク質 の定 量

タ ンパ ク質 量 は標 準 物 質 に 牛 血清 ア ル ブ ミン を

Fie.1Bodv≪-eichtchancesofGuineaaidssuaalementedwithAsAorErA
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用 い てLowry法II)に よ り測 定 した。

〔結 果 お よび 考 察 〕

正 常 モ ル モ ッ トへ のErA投 与 試 験:Fig.1に

各 試 験 群 の 体重 の変 化 を示 した 。AsAお よびErA

を投 与 した 試験 群 の い ず れ も体 重 が 増 加 した 。

TablelContentsofAsAandErAinliverofguinea

pigssupplementedwithAsAorErA.

Table2ContentsofAsAandErAinadrenalglands

ofguineapigssupplementedwithAsAor

ErA.

Tablel,2に はそれぞれ投与試験群の肝臓 と副

腎中のAsAお よびErAの 含量を示 した。肝臓中

のAsA含 量 は1mgAsA投 与群(A群),5mg

AsA投 与群(B群),100mgAsA投 与群(C群)

ではAsAの 投与量の増加 にしたがい増 加 したが,

ErAを 投与 した群で は100mgErA投 与群(G群)

にのみAsAが 僅かに含 まれていた。ErAは20mg

ErA投 与群(F群),100mgErA投 与群(G群)

に しか含 まれなか った。 しか し,F群 お よびG群

のErA含 量 はErAの1/20量 しか投 与 して いな

いAsA投 与群のAsA含 量 よ りも低か った。

AsAは 全 ての試験群の副腎中に含 まれ ていた。

AsAを 投与 した群 ではその投与量の増加 に した

がい,AsA含 量は増加 したが,ErAを 投与 した

各群のAsA含 量 はほぼ同程度 であった。ErAを

投与 した群 の副腎中のErA含 量 もまた投与 量の

増加 にしたがい増 加 したが,ErA含 量 はErA投

与量 の1/20し か 投 与 し て いないAsA投 与群の

AsA量 よ りも低か った。

ErA投 与群の臓器中のErA含 量 は 投 与 量 が

ErAの1/20で あるAsA投 与群のAsA含 量 よ り

も低 く,さ らに,ErA投 与群の臓器中のAsA含

量 とErA含 量の合量 はErAと 等 しい量のAsAを

投与 した群のAsA含 量 よ りも低 か った。 この結

果から,ErAは 臓 器中でAsAと 置 き換わ るこ と

はな く,ほ とん ど貯留 され ないもの と思われ る。

臓器 中のAsA含 量 とErA含 量の間に大 きな差が

みられたのは,両 者の臓器内貯留の機構 に差があ

るため と考え られ る。さらに,AsAを 臓器内 に貯

留す る機構 はErAに 対 してほ とん ど作 用せず,

AsAに 対 す る特異性 は極 めて高い もの と推 測 さ

れ る。

Table3.4に それ ぞれ,各 試験 群の肝 アニ リン

ヒ ドロキ シラーゼ活性お よび血清ホスファターゼ

活性 を示 した。AsAを 投与 した群 の肝 アニ リンヒ

ドロキシラーゼ活性 はAsA投 与量の増加 に と も
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Table3

Table4

Activity-ofliveranilinehydroxplaseinguinea

pigssupplementedwithAsAorErA.

Activitvofserumalkalinephosphatasein

guineapigssupplementedwithAsAorErA.

ない上昇 し,そ の活性 はlmgAsA投 与群(A群)

と100mgAsA投 与群(C群)と の間で有意差 が

認め られた。ErAを 投 与 した群で も100mgErA

投与群(G群)の 活性が最 も高か ったが,G群 と

20mgErA投 与群(F群)お よび5mgErA投 与

群(E群)と の間に有意差 は見られなか った。 ま

た,1mgErA投 与群(D群)の 活性 は他 の全て

の試験群 より有 意に低 かった。ErA投 与群の活性

はその対照であ る投与量 が等 しいAsA投 与 群 よ

りも低い傾 向にあった。

AsAを 投与 したA群,B群,C群 では血清 ホス

ファターt活 性 に差 はみられなかった。ErAを 投

与 した群で もE群,F群,G群 の間には活性 に有

意差 はなか った。1mgErA投 与群(D群)の 活

性 は他の全ての試験群 よ り有意 に低 か った。

ErAを5mg以 上投与 したE群,F群,G群 の

間では肝 アニリンヒ ドロキシラーゼ活性 お よび血

清ホスファターゼ活性に有意差 はみ られず,そ れ

らは5mgのAsAを 投与 した場合 とほぼ同 じ レ

ベルであった。5mg以 上のErAを 投与 したモ ル

モッ トでは臓器中のErA含 量はAsAよ り もか な

り低いが,各 酵素活性お よび体重の増加か ら見る

限 り,ビ タミンC欠 乏状 態では全 くな く,5mg

以上のErA投 与 はAsAと ほぼ同等 の ビタ ミンC

効果 を示す もの と考 え られ る。一方,1mgErA

投与群(D群)の 酵 素 活 性 は1mgAsA投 与 群

(A群)よ りもさらに低 かったことか ら,D群 の

ビタ ミンCの 栄養状 態はA群 よ り低い もの と思わ

れる。 したが って,少 量投与 において はErAの

ビタミンC効 果 はAsAの それ より明 らかに低 い

もの と考 えられ る。比 較的多量のErAを 投与す

ると酵素活性 を正常 レベルに保つのに十分 なErA

量が組織 内へ取 り込 まれ るが,少 量投与で は組織

内へ取 り込 まれ るErA量 は同等量 のAsAを 投与

した場合のAsAの 取 り込 み量 より も低 い ため に

AsAとErAと の効果の差 が顕著 にみ られ た もの

と思われ る。

体重の増加お よび各酵素活性か らみて,多 量の

ErAはAsAと ほぼ同程度の ビタ ミンC効 果を示

す と思 われ,ErAの その効果 は従 来言 われ てい

るAsAの1/20よ りは高い と考 え られる。

ビタ ミンC欠 乏モル モットへのErA投 与試験:

Fig.2に 各試験群の体重変化を示 した。AsA投 与

群では,5mgAsA投 与群(1群),100mgAsA

投与群(J群)に 体重の回復傾 向が み られ たが,
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Fig.2Bodyweightchangesofguineapigsduringdepletionandrepletionperiod

TableaContentsofAsAandErAinliverofguinea

pigssupplementedH・ithAsAorErAnnda}-

40frepletionperiod

Table6ContentsofAsAandErAinadrenalglands

ofguineapigssupplementedkithAsAor

ErAonda}-10frepletionperiod
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1mgのAsA投 与群(H群)の 回復 は不十 分 で

あ った。ErA投 与群では100mgErA群(N群)

に回復傾向 がみられ たが,20mg以 下のErA投 与

群(K群,L群,M群)で は認め られず,1mgの

ErA投 与群(K群)の 体 重はむ しろ減 少傾 向 を

示 した。

Table5,6に 各試験群の肝臓 と副腎中のAsAお

よびErAの 含量 をそれぞれ示 した。AsA投 与 群

ではAsAは 肝臓,副 腎の各臓器中 に含 まれ,投

与量 の増加 に伴 い,AsA含 量 も増 加 した。一 方,

ErA投 与群 では,100mgと 多量 のErAを 投与 し

た群(N群)の みが両臓器 中にErAを 含有 して い

たが,20mg以 下のErA投 与群(K群,L群,M

群)で は副腎 にの みErAは 含 まれた。ErA投 与

群 の副 腎中のErA含 量 は投与量の増加 に伴 い増

加傾向 を示 し,100mgErA投 与群(N群)のErA

含量 は5mgAsA投 与群(1群)のAsA含 量 にほ

ぼ等 し く,ま た,20mgErA投 与群(M群)のErA

含量 は1mgAsA投 与群(H群)のAsA含 量 と

同程度であ った。

肝 アニ リンヒ ドロキ シラーゼ活性 はAsA投 与

群 およびErA投 与 群 と もに投 与量の増加 に従 い

増加す る傾向 を示 した(Table7)。1mgのErA

を投与 した群(K群)の 活性 は他の全ての試験 群

よ りも低 く,活 性 の 回復 は認 め られ なか った。

100mgErA投 与群(N群)の 活 性 は5mgAsA

投与群(1群)と,20mgErA投 与群(M群)の

活性は1mgAsA投 与群(H群)と 同程度 であ っ

た。

血清ホスファターゼ活性 は肝アニ リンヒドロキ

シラーゼ活性 と同様 にAsA投 与群およびErA投

与群 ともに,投 与量の増加 に伴い増加 する傾 向を

示 した(Table8)。5mgAsA投 与 群(1群),

100mgAsA投 与群(J群)お よび100mgErA投

与群(N群)の 活性 はほぼ等 しかった。1mgAsA

投与群(H群)の 活性 は20mgErA投 与群(M

群)と 同 レベ ル に あ り,そ れ よ り1mgErA投 与

群(K群)お よ び5mgErA投 与 群(L群)は 低

か った 。 また,K群 の 活性 は16日 間AsAを 与 え

Tab且e7Activityofliveranilinehydroxylasein

guineapigssupplementedwithAsAor

ErAonday40frep]etionperiod

Table8Activityofserumalkalinephosphatasein

guineapigssupplementedwithAsAor

ErAonday40frepletionperiod
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Fig.3Bodyweightchangesofguineapigssupple-

mentedwithonly-AsA,orAsAandPCB,or

ErAandPCB

なか った群 とほぼ等 しか った。

ビタミンC欠 乏状態か らの回復過程において も,

ErAは 臓器中に貯留 されに くいもの と考 えられ,

臓器内でのAsAの 貯 留機構 はErAと は異なる も

Table9

の と推察 される。

以上の体重お よび酵素活性の回復の結果か ら,

iOOmgと 多量のErAを 投与 して も100mgのAsA

投与の場合 と同程 度のビタ ミンC欠 乏状 態か らの

回復は認め られず,ErAの ビタミンC効 果 はAsA

と同等 ではな く,AsAよ りもかな り低 い と考 え

られ る。AsA要 求が高 まっている ビタ ミンC欠

乏状態で は,AsAの ビタ ミンC効 果 とErAの そ

れ との差が正常状態 よ りも大 きいのは,ErAの 組

織内への取 り込みお よび貯留性 がAsAよ り極 め

て低いためである と推察 され る。

化学的ス トレス負荷 モル モ ッ トへのErA投 与

試験:Fig.3に 各試験 群の 体重 変化 を示 した。

PCBを 投与 していない対照群(0群)は 試験期 間

を通 して順調な成 育を示 した。試験群で は,40mg

AsA+PCB投 与群(Q群)は ほぼ0群 と同程度

の成長 を示 したが,他 の2mgAsA+PCB投 与群

(P群),2mgErA+PCB投 与群(R群),40mg

ErA+PCB投 与群(S群)は0群 と比 べて成長

が抑制 ざれ,順 調 な体重増加はみ られなか った。

Table9に は各試験群の肝臓 と副腎中のAsAお

よびErAの 含量 を示 した。対照群(0群)の 肝

臓中のAsA含 量 は2mgAsA+PCB投 与群(P

ContentsofAsAandErAinliverandadrenalglandsofguineapigs

supplemetedwithonlyAsA,orAsAandPCB,orErAandPCB
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群)と 等 し く,40mgAsA+PCB投 与群(Q群)

のAsA含 量 は0群 の約4倍 量 で あった。2mg

ErA+PCB投 与群(R群)お よび40mgErA+

PCB投 与群(S群)のAsA含 量は0群 よ りもは

るかに低 か った。肝臓 中のErAはErA投 与量 の

高いS群 にの みみ られ たが,そ の含量 は0群 の

AsA量 に比 べ低かった。

副 腎中のAsA含 量 は0群 と2mgAsA+PCB

投与群(P群)と で はほぼ等 しく,40mgAsA+

PCB投 与群(Q群)は0群 よりも高か った。2

mgErA+PCB投 与群(R群)お よび40mgErA

+PCB投 与群(S群)の 副腎中のAsA含 量 は僅

かであ った。ErAを 投与 したR群 およびS群 の副

腎中にErAは 認め られ たが,R群 のErA含 量 は

S群 よ りも低 か った。 また,S群 のErA含 量 は

Q群 のAsA含 量よ りも低か った。

Table10,11に それぞれ,各 試験 群の肝 アニ リ

ンヒドロキシラーゼ活性お よび血清ホス ファター

ゼ活性 を示 した。PCB投 与の 各試験群 の肝ア ニ

リン ヒドロキシラーゼ活性 は対照群(0群)よ り

も明 らか に増加 してお り,PCB投 与 に より薬物

代謝系が充進 された ことを示 している。AsA投

与群で はAsA投 与量が多い40mgAsA+PCB投

与群(Q群)の 酵素活性 は2mgAsA+PCB投 与

群(P群)よ りも高か った。ErA投 与群 でも同様

に,40mgErA投 与のS群 の酵素活性 は2mgErA

投与のR群 よりも高かった。さらに,AsAとErA

の投与量 が等 しい場合で は,い ずれ もAsA投 与

群の活性 がErA投 与群 よりも高い傾 向を示 した。

対照の0群 の血清ホ スファターゼ活性 は試験群

に比べ て高 いが,P群 とQ群 の活性 は対照群 と有

意差 はなか った。ErA投 与のR群 とS群 の活性

は0群 よりも有意 に低 く,さ らにAsA投 与 のP

群 とQ群 よりも低い傾向 にあった。

2mgのAsAに 加 えてPCBを 投与す る と体 重

増加の抑 制がみられ たが,40mgAsA+PCB投 与

Table10Activityofliveranilinehydroxylasein

guineapigssupplementedwithonlyAsA,

orAsAandPCB,orErAandPCB

TablellActivityofserumalkalinephosphatasein

guineapigssupplementedwithonlyAsA,

orAsAandPCB,orErAandPCB

群(Q群)は0群 とほぼ同様な体重増 加を示 し,

薬物代謝に関係のある肝 アニ リンヒ ドロキ シラー

ゼ活性は2mgAsA+PCB投 与群(P群)よ りも

高 い傾向 にあ り,AsAの 投与量 が多 くなる と薬

物代謝が充進 され ることを示 している。 このよう

に多量のAsA投 与 はPCBに よる影響 を緩 和 さ

せ,モ ルモ ットの全身状 態を良好 に保 つ と思われ

る。

一方
,PCB投 与 に加 えて40mgのErAを 与 え

た場合で は,モ ルモ ッ トの体重増加 は見 られず,

肝 アニ リンヒ ドロキシラーゼ活性お よび血清ホス
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ファターゼ活性 は40mgのAsAを 投与 した場 合

よりも低 い傾向にあった。PCBと 同時 に2mgの

AsAを 投与 した場合 の肝 アニ リンヒ ドロキ シラ

ーゼ活性 はPCB投 与 に加 えて2mgのErAを 投

与 した場 合に比 べ高 い傾 向にあ った。PCB投 与

群 に与 えたErA量 がAsAと 等 しい場合では,組

織 内での両者 の貯留 機構が異な るためにAsAと

ErAと の含量 に違 いが生 じ,し たが って,両 者

のPCBに よる影響 か らの回復 に差 がみ られた も

の と考 えられる。

以 ヒの結 果か ら,PCB投 与 によるス トレスを

与 えた場合 では,モ ル モ ットにお けるErAの ビ

タ ミンC効 果はAsAよ りも低い もの と思 われ る。

民～人当 りの ビタミンC摂 取量 は120mg/dayで,

国民全体で見 る限 りビタ ミンCは 充足 してい ると

いえる。 しか し,一 人世帯で はビタ ミンCの 主要

な供給源であ る野菜類 の摂取が全国平均 より低い

傾向 にあ り,1日 のビタ ミンCの 摂取量が所要量

に満 たない世帯 が比較的多 く,潜 在性の ビタミン

C欠 乏状態にある者 も少 なくない。一方,食 品添

加物 として用い られてい るErAは 一般 の市販加

工食品中に含 まれ,日 常的 に摂取 される機会が多

い。 したが って,単 身者層 にみ られる潜在性 ビタ

ミンC欠 乏状態 にある者 にとってErAはAsAを

補足す るもの として その効果が期待で きる もの と

思われ る。

ErAそ の ものの ビタ ミンC効 果 をモ ルモ ッ ト

の体重増加 および各酵素活性か ら判定する限 りで

は,正 常 なモルモ ッ トにおいて少量のErA投 与

はAsAに 比べ て低 い ビタ ミンC効 果 しか示 さな

か ったが,多 量投 与で はAsAと ほぼ同等の効果

を示 した。一 方,完 全 ビタミンC欠 乏状態お よび

化学的ス トレス負荷状態 にあ るモルモ ットに対 し

て はErAを 多量 に投与 して も,AsAに 比 べてか

な り低い ビタ ミンC効 果 しか認め られなか った。

以 上の ように,ErAの ビタ ミンC効 果 はモルモ

ッ トのビ タミンCレ ベル により異なる ことが示 さ

れ,そ の効果 はAsAよ りも劣 るもの と推 察 され

る。ErAとAsAの ビタ ミンC効 果 に差 がみ られ

たのはErAの 組織内へ の取 り込みお よび組織 中

での貯留性の低 さによるもの と思 われ る。

国民栄養調査の結果に よれば,平 成2年 度の国
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ThevitaminCactivityoferythorbicacidusedasfoodadditive,and

itscontributiontohealth

EmikoSuzuki(DepartmentofFoodandNutrition,OchanomizuUniversity)

Erythorbicacid(ErA)isastereoisomerofしascorbicacid(AsA)andhasbeenwidely

usedinthefoodindustryasafoodadditive.However,thevitaminCactivityofErAis

notconfirmedyet.Inthisstudy,toevaluatethevitaminCactivityofErA,AsAandErA

wereseparatelysupplementedtonormal,AsA-deficientandxenobiotic-supplemented

guineapigs,andthecontentsofAsAandErAinthetissues,andtheactivitiesofliver

anilinehydroxylaseandserumalkalinephosphataseweremeasuredandcompared.

Moreover,thecontributionofErAtohumanhealthwasdiscussed.

InthecaseofthenormalguineapigssupplementedwithErAorAsA,thebody

weightgainandenzymeactivitiesofguineapigssupplementedwith5mgormoreofErA

weresimilartothoseofguineapigssupplementedwiththesameamountofAsA.

However,thebodyweightgainandtheenzymeactivitiesofguineapigssupplemented

withlmgErAwerelowerthanthoseofguineapigssupplementedwithlmgAsA.

Supplementationof5mgand100mgAsAto16-dayAsA-deficientguineapigsshowed

recoveryinbodyweightduringrepletionperiod.Ontheotherhand,supplementationof

20mgorlessofErAdidnotshowanyrecovery,however,supplementationof100mgErA

showedrecoveryinbodyweight.Theenzymeactivitiesof20mgErA-supplemented

guineapigsand100mgErA-supplementedguineapigsweresimilartothoseoflmgAsA-

supplementedguineapigsand5mgAsA-supplementedguineapigsrespectivelyonday4

0frepletionperiod.

InthecaseoftheguineapigssupplementedwithAsAandxenobioticorErAand

xenobiotic,thebodyweightgainandtheenzymeactivitiesofguineapigssupplemented

withErAandxenobiotictendedtobelowerthanthoseofguineapigssupplementedwith

thesameamountofAsAandxenobiotic.

Inalltheexperiments,thecontentofErAintissuesofguineapigssupplemented

withErAwasmuchlowerthanthatofAsAinguineapigssupplementedwithAsAat

equaldosage.

WhenahighamountofErAwassupplementedtonormalguineapigs,ErAshowed

similarvitaminCactivitytothatofAsA,However,inAsA-deficientguineapigsand

xenobiotic-supplementedguineapigs,thevitaminCactivityofErAseemedtobelower
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thanthatofAsAevenathighdosage.Theresu互tssuggestedthatthevitamlnCactivity

ofErAinnormalguineapigsmightbehigherthanthatinAsA-deficientandxenobiotic-

supplementedguineapigswhichrequiredmorevitaminCthannormalguineapigs.

Therefore,thevitaminCactivityofErAmightbedependentonvitaminClevelof

guineapigtissues.

Basedontheresults,thevitaminCactivityofErAseemedtobelowerthanthatof

AsA,andthedifferenceinthevitaminCactivitymightbegreatly-attributedtothe

differenceintheabsorptionandretentionmechanismsofAsAandErA.

ErAshowedvitaminCactivityandispopularl}・usedinprocessedfoods,thusthe

nutritionaleffectofErAonpeoplewhodonottakeenoughvitaminCfromfreshfoods

isexpected.


